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Ⅰ．はじめに

　1920 年 7 月 8 日に立田山において発見された八重咲きのクチ
ナシは，普通にみられるクチナシ（Gardenia jasminoides）と
比較して葉がやや小型であるが，その他の形質に差異は見られな
い こ と か ら，「 立 田 山 ヤ エ ク チ ナ シ（G. jasminoides var. 

ovalifolia（ 中 井・ 小 泉，1927））」 と し て 報 告 さ れ た（Asai，
1929；吉岡ら，2013）。自然状態で八重咲き個体が生じたことに
加え，これらが集団として分布していたため高い学術的価値を有
すると認められたことから，発見された自生地が 1929 年に「立
田山ヤエクチナシ自生地（面積：0 . 54 ha）」として国指定天然記
念物とされた（文部省，1929）。なお学名については，後に G. 

jasminoides forma ovalifolia とされている（原，1952）。
　天然記念物指定後は盗掘に加え，戦時中および戦後の全山伐採
による森林植生の急激な変化から，自生地では絶滅したとみられ
ていた。ところが，1969 年の調査で再発見されたが，その後の
盗掘で自生地での分布は確認されておらず，再び絶滅したと考え
られている（農林省林業試験場九州支場，1977）。一方で，自生
地に残っているかもしれないわずかな可能性を信じて，探索作業
も継続して行われている（金谷ら，2013）。その探索作業の際，
観察されたクチナシに対しては，オオスカシバ（Cephonodes 

hylas）の幼虫による葉の食害が著しく，開花のみならず生残に
大きな影響が生じていると推察されている（金谷ら，2013）。
　オオスカシバは本州（関東以西）から琉球列島，台湾，中国お
よびインドにまで広く分布する鱗翅目スズメガ科の蛾で（井上ら，
1982），他の蛾とは異なり，昼間に活動し，ホバリング（空中浮

揚）しながら吸蜜する。オオスカシバの幼虫はクチナシ類の葉を
食害し，その食欲は旺盛であることから，自生地のどこかにまだ
生残しているかもしれないヤエクチナシに加え，自生地周辺で系
統保存されている植栽個体への影響が懸念される。
　近年，森林総合研究所九州支所実験林苗畑において，ヤエクチ
ナシおよびクチナシをさし木増殖していたところ，前者でオオス
カシバ幼虫に因る食害が多く観察された（松永道雄　私信）。こ
のことは，オオスカシバがヤエクチナシに対する選好性を有して
いる可能性を示唆している。仮に選好性を有していた場合，ヤエ
クチナシの自生地内外において適切な被害対策を講じることが必
要で，早急にオオスカシバによる被害の特徴となる知見を収集し
ておくことが肝要である。このことから，著者らはヤエクチナシ
に対するオオスカシバ成虫による産卵および幼虫による食害の選
好性調査を実施している。本論では，その一部として，オオスカ
シバ成虫の産卵の状況について，2014 年 6 月 16 日から 9 月 23
日までに得られた調査結果を報告する。

Ⅱ．調査地および調査方法

　 調 査 は， 立 田 山（32 °49 ’ 37 ”N，130 °43 ’ 56 ”E， 標 高：
151 . 7m）の南斜面に位置する森林総合研究所九州支所内にある
実験林苗畑で実施した。天然記念物に指定されている自生地と苗
畑は，直線距離で約 250m 離れており，標高差は 30ｍである。
この苗畑内のフェンス沿いに，1969 年に発見された個体由来の
ヤエクチナシのさし木株およびクチナシのさし木株が植栽されて
いる。これらのさし木株のうち，5 個体ずつを調査対象とした
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（表－ 1）。
　調査期間は 2014 年 6 月 16 日から 9 月 23 日で，調査は約 1～2
週間間隔で計 12 回行った。各調査日には，対象個体毎にオオス
カシバ成虫によって産卵された卵の個数および幼虫の頭数を計数
した。これらの合算値を便宜上，調査日における産卵数とした。
さらに 7 月 29 日以降の 6 回の調査では，産卵場所についても記
録した。なお，計数した卵と幼虫は調査後に取り除いた。

Ⅲ．結果

　調査期間中に採集された卵はヤエクチナシで 230 個，クチナシ
で 84 個であった。また採集された幼虫はヤエクチナシで 151 頭，
クチナシで 31 頭であった。これらを合計した産卵数は，ヤエク
チナシで 381，クチナシで 115 となった。調査期間を通して，産
卵数は記録され続けた。産卵数は，ヤエクチナシでは全ての調査
日で 10 以上であり，12 回の調査のうち半数で， 30 を超えていた

（図－ 1）。産卵数のピークはヤエクチナシで 6 月 30 日（40），7
月 29 日（60）および 9 月 23 日（52）の 3 回みられ，いずれも
40 以上であった（図－ 1）。このうち，6 月と 7 月のピークはヤ
エクチナシではいずれかの個体が開花していた。一方，クチナシ
では，10 以上の産卵数を記録したのは 4 回のみであり，7 月 7 日
と 29 日の 2 回のピークでも，その数はいずれも 18 であった（図
－ 1）。
　樹冠表面積と産卵数の関係をみると，全調査期間を通しては有
意な相関は認められなかった（表－ 2）。しかしながら，開花状

況（開花時および未開花時：開花前＋開花後）によって期間を区
分すると，開花期間では樹冠表面積との間の相関係数は，全期間
より高くなり，ヤエクチナシとクチナシを合わせて解析したとき
の相関は有意であった（P< 0 . 05）。一方，未開花期間では特に
有意な関係は認められなかった。
　産卵場所を記録した期間中，ヤエクチナシで 105 卵，クチナシ
で 34 卵が確認された。両者とも産卵場所は概ね同様で，その多
くは展葉して間もない新葉（若葉）であり，その割合はいずれも
50％以上であった（表－ 3）。新葉と成葉を合わせた葉への産卵
割合は，ヤエクチナシで 66 . 7％，クチナシで 70 . 5％に達した

（表－ 3）。また，新葉に近いところにある花冠・果実や枝・芽に
も産卵が確認された。いずれの産卵場所も樹冠表層に位置する部
位であった。

 
 

 

図－ 1．オオスカシバ成虫による産卵数の推移

表－１．調査個体の概要
個体
番号

樹高
（cm）

樹冠幅1）

（cm）
樹冠表面積2）

（cm2） 開花期間

ヤエクチナシ 1 190.0 212.5 120165.9 7/7 － 7/29
（八重） 2 150.0 135.0 65737.8 6/23 － 7/23

3 175.0 160.0 85451.3 7/7 － 8/5
4 240.0 280.0 211115.0 6/16 － 8/11
5 190.0 255.0 152210.2 7/7 － 8/5

クチナシ 1 155.0 120.0 56548.7 調査前 － 6/23
（一重） 2 180.0 170.0 82781.0 調査前に終了

3 210.0 165.0 98488.9 調査前 － 6/23
4 175.0 145.0 66052.0 調査前に終了
5 190.0 207.5 110819.7 調査前 － 6/23

1）樹冠幅は，長径と短径の平均値を用いた。
2）樹冠表面積は，株個体を半球体と円柱を組み合わせたものとして算出した。

表－２．樹冠表面積と産卵数の相関係数
全調査
期間1）

開花
期間2）

未開花
期間3）

ヤエクチナシ 0.349 0.801 －0.008
クチナシ 0.681 0.735 　0.651
ヤエクチナシ＋クチナシ 0.585 0.791＊ 　0.282

1）2014年6月16日～9月23日。
2）表－1参照。
3）開花前および開花後の期間を合わせて解析した。表－１参照。
　＊ P<0.05
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Ⅳ．考察

　今回報告した調査期間中を通して，一重咲きのクチナシと比較
して八重咲きのヤエクチナシの方が，オオスカシバ成虫の産卵数
が多い結果となった（図－ 1）。このことから，オオスカシバ成
虫がヤエクチナシに対して好んで産卵している可能性が推察され
る。この要因として，開花期間において樹冠表面積が広くなると
産卵数が増える傾向がみられたことから（表－ 2），開花の影響

（量，時期，期間等）が考えられる。例えば，立田山におけるヤ
エクチナシの開花開始時期は，クチナシと比較して 1 カ月程度遅
く，オオスカシバ成虫の発生・活動が盛んになり始める時期と重
なり，開花による視覚的および嗅覚的な誘因効果があったかもし
れない。オオスカシバ成虫の産卵における開花の影響については，
まだ調査を継続中であることから，これからの結果を得てから議
論できるものと考えている。
　産卵場所はヤエクチナシおよびクチナシとも，樹冠の表層付近
の部位であった（表－ 3）。このことは，オオスカシバ成虫がホ
バリングしながら産卵するため，枝葉の入り組んだ樹冠内部より
樹冠表面の方が産卵に適しているためと考えられる。また産卵場
所の部位として，新葉（若葉）の割合が高かった（表－ 2）。こ
のことは，孵化して間もない若齢幼虫が，孵化直後からより柔ら
かい新葉（若葉）を食することができるためと考えられるが，今
回の調査結果からは明らかにできなかった。
　オオスカシバ幼虫によるヤエクチナシとクチナシの食害試験の
結果，ヤエクチナシに対する幼虫の摂食についての選好性はない
と考えられている（金谷ら，未発表）。しかし本報告の結果から，
オオスカシバ成虫はヤエクチナシに対する産卵の選好性を有する
と推察される。このことから，ヤエクチナシとクチナシが同所的
に分布した場合，オオスカシバ成虫が選択的に前者を好んで産卵
するのであれば，立田山に生残しているかもしれないヤエクチナ
シにとっては厳しい状況であると考えられる。また自生地外で保
全されている個体にとっても，その産卵選好性は脅威であること
から，保全作業を実施するにあたり，オオスカシバに対して特段
に注意を払うべき必要がある。

　オオスカシバ成虫は年 2～3 回発生し，活動期は 5～9 月とされ
ている（小林・滝沢，1991）。本報告でも同様に，調査期間中，
幼虫および卵は採集され続け，産卵数に 3 回のピークがみられた

（図－ 1）。しかしながら温暖な九州地方では，それ以上の回数の
羽化発生が生じている可能性があり，今後も調査を継続してその
推移を記録していく必要がある。オオスカシバの駆除は，幼虫を
見つけ次第補殺するか，薬剤を散布する方法がある（小林・滝沢，
1991）。薬剤散布にあたっては，基準となる散布回数にしたがう
のではなく，現場の状況に則した体制ならびに時期を考慮して実
施されるべきであろう。なお，ヤエクチナシの保全を目的として，
今後も調査を継続して実施し，オオスカシバに因る被害との関連
性を精査していく予定である。
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表－３．オオスカシバ成虫による産卵場所

産卵場所 ヤエクチナシ
（八重）

クチナシ
（一重）

新葉（若葉）  57 （54.3%） 19 （55.8%）
成葉  13 （12.4%）  5 （14.7%）
花冠・果実  14 （13.3%）  1 （ 3.0%）
枝・芽  21 （20.0%）  9 （26.5%）
合計 105 34
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